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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成 29 年１月１日～平成 29 年６月 30 日）におけるわが国経済は、

景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、個人消費は緩やかに持ち直しているものの実質賃金の

伸び悩みもあり力強さを欠くものとなりました。 

当業界におきましては、お客様の節約志向が根強い市場環境の下で販売競争が激化する厳しい経

営環境となりました。 

このような情勢下にありまして、当社グループは、品質向上と新製品開発に積極的に取り組み、「厳

撰 100 品」を中心とした主力製品の取扱拡大につとめるとともに、高品質・高付加価値製品を開発

する一方で値頃感のある製品を投入して消費の二極化への対応をはかるなど、営業・生産が一体と

なった部門別製品戦略・営業戦略を推進してまいりました。 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、当社グループの総力を挙げて「ヤ

マザキベストセレクション」を中心にパン、和洋菓子、米飯、サンドイッチ、調理麺の品質向上と

新製品開発に取り組むとともに、焼きたてパンや手づくりの弁当・サンドイッチの品揃えの強化を

はかるなど、店舗売上の増加をめざしました。また、デイリーヤマザキのリージョンと各工場が一

体となって、重点管理店を中心に店舗運営の改善を推進し、重点エリアを設定した店舗開発や、店

内加工機能の導入など店舗機能強化のための改装に取り組みました。 

当社は、デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業において、下請代金支払遅延等防止法に

違反する行為が認められたとして、平成 29 年５月 10 日に公正取引委員会から勧告を受けました。

当社は、今回の勧告を真摯に受け止め、役員及び全従業員に対し勧告内容を周知徹底するとともに、

社内研修を実施するなど再発防止と法令遵守の徹底につとめてまいります。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は 5,229 億 79 百万円（対前年同期比

100.4％）、営業利益は 168 億 16 百万円（対前年同期比 86.4％）、経常利益は 178 億 23 百万円（対前

年同期比 90.2％）となりましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税率引下げに伴う税

負担の軽減もあり、105 億 3 百万円（対前年同期比 111.8％）となりました。 

 

セグメント別の状況 

＜食品事業＞ 

食品事業の主要製品別の売上状況は次のとおりであります。 

①食パン部門（売上高507億66百万円、対前年同期比101.0％） 

食パンは、「ロイヤルブレッド」、「超芳醇」、「ダブルソフト」の３大ブランドを中心に売場づくりを

推進し品質訴求による拡販につとめ、新製品「ロイヤルブレッドプレミアム」を発売しブランド力の

強化をはかりました。また、「レーズンゴールド」、「チーズゴールド」に加え、新製品「チョコゴール

ド」を投入してゴールドシリーズの取扱拡大をはかり、食パン全体で数量・販売単価ともに上昇し、

順調な売上となりました。 

②菓子パン部門（売上高1,807億97百万円、対前年同期比99.3％） 

菓子パンは、お客様の節約志向の影響が強まる厳しい状況の中で、ヤマザキ菓子パンや「ミニスナ

ックゴールド」など主力製品の品質向上をはかるとともに、ヤマザキグループ独自の技術とルヴァン

種を活用したハードロールの新製品「パン・オ・ルヴァン」シリーズを発売するなど売上の回復をは

かりましたが、コンビニエンスストア向けドーナツの売上減少の影響が大きく、前年同期の売上を下

回りました。 

③和菓子部門（売上高343億34百万円、対前年同期比101.0％） 

和菓子は、主力の串団子や大福、まんじゅうが堅調に推移するとともに、品質向上した「ホットケ

ーキサンド」が伸長し、順調な売上となりました。 

④洋菓子部門（売上高665億66百万円、対前年同期比100.1％） 

洋菓子は、２個入り生ケーキなどのチルドケーキが堅調に推移するとともに、スペシャルシリーズ

などのスナックケーキが好調に推移し、前年同期の売上を確保しました。 

 

 

 

山崎製パン㈱　(2212)　平成29年12月期　第２四半期決算短信

－2－



⑤調理パン・米飯類部門（売上高762億80百万円、対前年同期比105.8％） 

調理パン・米飯類は、食パンの品質を向上させたサンドイッチが、デイリーヤマザキを中心にコン

ビニエンスストアチェーンでの取扱が拡大し大きく伸長するとともに、㈱サンデリカの大手量販店や

コンビニエンスストアチェーンとの取引が拡大し、大幅な売上増となりました。 

⑥製菓・米菓・その他商品類部門（売上高796億32百万円、対前年同期比98.3％） 

製菓・米菓・その他商品類は、㈱不二家の「カントリーマアム」や㈱東ハトの「オールレーズン」

などが好調に推移しました。ヤマザキビスケット㈱は、主力製品の「チップスター」や前期に発売し

た「ルヴァン」、「ＹＢＣスタンドパック」などの取扱拡大につとめましたが、ビスケット、クラッカ

ーの売上逸失が大きく、売上減となりました。 

以上の結果、食品事業の売上高は 4,883 億 78 百万円（対前年同期比 100.5％）、営業利益は 165 億

64 百万円（対前年同期比 85.1％）となりました。 

 

＜流通事業＞ 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、直営店舗数の減少もあり営業総

収入は 294 億 45 百万円（対前年同期比 98.3％）、営業損失は 8 億 13 百万円（前年同期は 9 億 83 百

万円の営業損失）となりました。 

 

＜その他事業＞ 

その他事業につきましては、売上高は 51 億 55 百万円（対前年同期比 107.4％）、営業利益は 8 億 

1 百万円（対前年同期比 116.2％）となりました。 

 

(2)財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は 6,831 億 36 百万円で、前連結会計年度末に対して 207

億 49 百万円減少しました。流動資産は 2,239 億 91 百万円で、受取手形及び売掛金の減少等により、

前連結会計年度末に対して 270 億 54 百万円減少しました。固定資産は 4,591 億 45 百万円で、有形

固定資産の新規取得や、投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に対して 63 億５百万円増

加しました。負債合計は 3,701 億 88 百万円で、支払手形及び買掛金等の支払債務の減少や借入金の

返済による減少等もあり、前連結会計年度末に対して 307 億 75 百万円減少しました。純資産は 3,129

億 48 百万円で、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に対して 100 億 26 百万円増加しま

した。 

この結果、自己資本比率は 42.3％となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益 168 億 23 百万円に加え、減価

償却費 176 億 40 百万円、売上債権額の減少 240 億 91 百万円などにより 431 億 14 百万円のプラスと

なりました。前年同期に対しては 19 億 88 百万円収入が減少しました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得などにより 326 億 17 百万円のマイナスと

なり、前年同期に対しては 163 億 17 百万円支出が増加しました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済、配当金の支払などにより 134 億 51 百万円

のマイナスとなりましたが、前年同期に対しては 19 億円支出が減少しました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は1,014億 10百万円となり、

前連結会計年度末残高に対しては 29 億 33 百万円の減少となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しといたしましては、わが国経済は、緩やかに回復していくことが期待されますが、

当業界におきましては、お客様の節約志向が根強く販売競争が激化する中で、下期には小麦粉など

原料価格やエネルギー価格の上昇も予想され、収益面で厳しさを増すことが予測されます。 

このような状況下にありまして、当社グループは、引き続き品質向上と新製品開発を積極的に行

い、「厳撰 100 品」を中心とした主力製品の取扱拡大をはかるとともに、消費の二極化に対応して高

品質・高付加価値製品や値頃感のある製品の開発につとめるなど、営業・生産が一体となった部門

別製品戦略・営業戦略、小委員会による「なぜなぜ改善」を推進し、着実な売上拡大をめざしてま

いります。また、製品のアイテム数を適正な水準に管理して、生産面、物流面の効率化につとめ、

品質訴求によって効果的な販売活動を推進するとともに、人手不足感の強まる中で業務の効率化に

よって生産性の向上をはかり、収益の確保をめざしてまいります。 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、デイリーヤマザキの商品本部を

充実強化し、当社グループの知恵と知識を駆使した商品企画開発によって種蒔きの仕事を確実に実

施し、競争力のある製品づくりを積極的に行い、業績の回復をめざしてまいります。 

ヤマザキビスケット㈱では、モンデリーズ・インターナショナル・インクとのライセンス契約終

了に伴うリッツ、オレオ、プレミアム等の類似製品の製造の制限が、本年 12 月１日より解除されま

す。ヤマザキビスケット㈱が長年培った技術により更に品質を向上させ、お客様に喜ばれる新製品

として発売し、業績の向上を期す準備を進めております。 

さらに、子会社各社がそれぞれの課題に的確に対応して業績の向上をはかり、新しい価値と新し

い需要を創造して所期の目標達成をめざし努力してまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 107,327 104,128

受取手形及び売掛金 106,693 83,014

商品及び製品 10,928 11,381

仕掛品 613 1,065

原材料及び貯蔵品 9,255 8,342

繰延税金資産 4,027 4,244

その他 12,566 12,160

貸倒引当金 △365 △345

流動資産合計 251,045 223,991

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 362,128 365,091

減価償却累計額 △267,778 △270,742

建物及び構築物（純額） 94,349 94,349

機械装置及び運搬具 466,200 472,257

減価償却累計額 △392,450 △397,767

機械装置及び運搬具（純額） 73,749 74,490

工具、器具及び備品 29,528 31,707

減価償却累計額 △23,880 △24,399

工具、器具及び備品（純額） 5,647 7,308

土地 116,430 116,500

リース資産 19,999 17,810

減価償却累計額 △12,571 △11,502

リース資産（純額） 7,427 6,307

建設仮勘定 6,097 9,290

有形固定資産合計 303,702 308,246

無形固定資産

のれん 12,436 11,801

その他 9,228 8,440

無形固定資産合計 21,664 20,241

投資その他の資産

投資有価証券 73,757 76,141

長期貸付金 442 422

退職給付に係る資産 530 554

繰延税金資産 24,428 24,027

その他 31,114 32,383

貸倒引当金 △2,799 △2,872

投資その他の資産合計 127,472 130,657

固定資産合計 452,840 459,145

資産合計 703,886 683,136
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 78,799 73,158

短期借入金 59,384 57,237

リース債務 2,783 2,382

1年内償還予定の社債 390 140

未払法人税等 8,188 8,257

未払費用 38,493 34,223

賞与引当金 5,093 4,585

販売促進引当金 1,157 1,090

資産除去債務 4 53

その他 45,343 33,124

流動負債合計 239,636 214,253

固定負債

社債 510 440

長期借入金 26,121 21,154

リース債務 4,837 4,336

役員退職慰労引当金 3,877 3,955

環境対策引当金 92 88

退職給付に係る負債 112,409 111,695

資産除去債務 4,384 4,421

その他 9,095 9,843

固定負債合計 161,327 155,935

負債合計 400,963 370,188

純資産の部

株主資本

資本金 11,014 11,014

資本剰余金 9,666 9,666

利益剰余金 255,145 262,332

自己株式 △895 △897

株主資本合計 274,930 282,116

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,424 26,934

繰延ヘッジ損益 - 0

土地再評価差額金 99 99

為替換算調整勘定 △397 △177

退職給付に係る調整累計額 △21,281 △19,875

その他の包括利益累計額合計 3,845 6,980

非支配株主持分 24,145 23,851

純資産合計 302,922 312,948

負債純資産合計 703,886 683,136
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 520,668 522,979

売上原価 328,636 331,970

売上総利益 192,031 191,009

販売費及び一般管理費 172,572 174,192

営業利益 19,458 16,816

営業外収益

受取利息 50 42

受取配当金 530 569

固定資産賃貸料 312 358

持分法による投資利益 36 53

雑収入 553 742

営業外収益合計 1,483 1,767

営業外費用

支払利息 546 426

為替差損 455 136

雑損失 172 197

営業外費用合計 1,174 760

経常利益 19,767 17,823

特別利益

固定資産売却益 64 36

収用補償金 - 244

投資有価証券売却益 443 12

補助金収入 136 -

特別利益合計 644 293

特別損失

固定資産除売却損 875 704

減損損失 444 454

その他 560 134

特別損失合計 1,881 1,293

税金等調整前四半期純利益 18,530 16,823

法人税等 8,587 6,184

四半期純利益 9,943 10,638

非支配株主に帰属する四半期純利益 544 134

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,398 10,503
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 9,943 10,638

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,757 1,498

繰延ヘッジ損益 △8 0

為替換算調整勘定 △513 188

退職給付に係る調整額 877 1,444

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 20

その他の包括利益合計 △5,410 3,151

四半期包括利益 4,532 13,790

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,384 13,638

非支配株主に係る四半期包括利益 147 151
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,530 16,823

減価償却費 17,557 17,640

減損損失 444 454

のれん償却額 635 635

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 52

賞与引当金の増減額（△は減少） 162 △507

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,615 1,313

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 127 78

受取利息及び受取配当金 △581 △611

持分法適用会社からの配当金の受取額 91 110

支払利息 546 426

補助金収入 △136 -

投資有価証券売却損益（△は益） △443 △12

持分法による投資損益（△は益） △36 △53

固定資産除売却損益（△は益） 811 667

収用補償金 - △244

売上債権の増減額（△は増加） 24,343 24,091

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,217 50

仕入債務の増減額（△は減少） △6,527 △5,580

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,963 △1,236

その他 △2,989 △4,566

小計 52,413 49,531

利息及び配当金の受取額 581 611

利息の支払額 △556 △429

法人税等の支払額 △7,335 △6,751

収用補償金の受取額 - 152

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,102 43,114

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 1,075 254

有形固定資産の取得による支出 △17,694 △30,376

有形固定資産の売却による収入 237 110

無形固定資産の取得による支出 △488 △438

投資有価証券の取得による支出 △101 △270

投資有価証券の売却による収入 811 15

貸付けによる支出 △46 △23

貸付金の回収による収入 61 56

その他 △155 △1,946

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,300 △32,617
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △505 △25

リース債務の返済による支出 △2,146 △1,592

長期借入れによる収入 2,475 2,263

長期借入金の返済による支出 △10,608 △9,389

社債の償還による支出 △717 △320

自己株式の取得による支出 △25 △1

配当金の支払額 △3,510 △3,939

非支配株主への配当金の支払額 △314 △448

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,351 △13,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 △152 21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,297 △2,933

現金及び現金同等物の期首残高 108,716 104,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 122,013 101,410
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以

下「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関す

る会計処理の方法の一部を見直しております。 

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適

用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額

との差額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が632百万円、利

益剰余金が632百万円増加しております。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          （単位：百万円） 

           

 
報告セグメント 

調整額 

(注)1 

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)2 
食品事業 流通事業 

その他 

事業 
計 

売 上 高 

 外部顧客への売上高 

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 

        

485,913 

    3,526 

   29,954 

    3,390 

    4,800 

   16,640 

 520,668 

  23,556 

      － 

△23,556 

   520,668 

        － 

計   489,440    33,344    21,440  544,225 △23,556    520,668 

セグメント利益又は損失（△）    19,468 △   983       689   19,174      284     19,458 

 （注）1 セグメント利益又は損失の調整額284百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

    2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          （単位：百万円） 

           

 
報告セグメント 

調整額 

(注)1 

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)2 
食品事業 流通事業 

その他 

事業 
計 

売 上 高 

 外部顧客への売上高 

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 

        

488,378 

    4,307 

   29,445 

    3,394 

    5,155 

   17,710 

 522,979 

  25,411 

      － 

△25,411 

   522,979 

        － 

計   492,685    32,839    22,865  548,391 △25,411    522,979 

セグメント利益又は損失（△）    16,564 △   813       801   16,553      263     16,816 

 （注）1 セグメント利益又は損失の調整額263百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

    2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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３．補足情報 

 

(1)連結販売実績 

                                            （単位：百万円） 

 

(2)主要子会社実績 

                                                                  （単位：百万円） 

 売   上   高 営 業 利 益 

前第２四半期 当第２四半期 増 減 額 増 減 率 前第２四半期 当第２四半期 増 減 額 増 減 率 

㈱不二家〈連結〉 

㈱サンデリカ 

㈱ヴィ・ド・フランス 

ヤマザキビスケット㈱ 
㈱東ハト 

50,316 

52,307 

17,352 

20,968 

   11,708 

51,507 

55,891 

16,788 

   16,093 

   12,383 

1,191 

   3,583 

△   564 

△ 4,875 

   675 

  2.4% 

6.9 

△ 3.3 

△23.2 

    5.8 

638 

1,239 

587 

2,123 

      423 

200 

1,306 

134 

      412 

      556 

△   437 

      67 

△   453 

△ 1,710 

   133 

△68.6% 

5.4 

△77.1 

△80.6 

31.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグメン

ト名称 
 

 

 

区    分 
 

 

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年 1 月 1 日 

   至 平成28年 6 月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成29年 1 月 1 日 

   至 平成29年 6 月30日) 

比 較 増 減 

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比 

食品事業 

 
 
 
 

食 パ ン 
菓 子 パ ン 
和 菓 子 
洋 菓 子 
調理パン・米飯類 
製菓・米菓・その他商品類 

     50,286 
    182,014 
     33,991 
     66,508 
     72,114 
     80,997 

     9.7% 
    35.0 
     6.5 
    12.8 
    13.8 
    15.5 

     50,766 
    180,797 
     34,334 
     66,566 
     76,280 
     79,632 

     9.7% 
    34.6 
     6.6 
    12.7 
    14.6 
    15.2 

     480 
△ 1,216 
     342 
      57 
   4,166 
△ 1,365 

   101.0% 
99.3 

   101.0 
   100.1 
  105.8 
   98.3 

食 品 事 業 計     485,913     93.3     488,378     93.4    2,464    100.5 

流 通 事 業      29,954      5.8      29,445      5.6 △   509     98.3 

そ の 他 事 業       4,800      0.9       5,155      1.0      355    107.4 

合 計     520,668    100.0     522,979    100.0    2,311    100.4 
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(3)平成29年12月期第２四半期の単体業績（平成29年１月１日～平成29年６月30日） 
①単体経営成績                                    （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 

 

29年12月期第２四半期 

28年12月期第２四半期 

百万円 

   372,543 
 369,213 

％ 

0.9 
 2.8 

百万円 

  13,094 
13,208 

％ 

△ 0.9 
 45.1 

百万円 

   15,030 
 14,428 

％ 

 4.2 
 33.5 

百万円 

 9,867 
 7,627 

％ 

 29.4 
99.5 

 

②単体財政状態 

 総 資 産 純 資 産 

 

29年12月期第２四半期 

28年12月期 

百万円 

      511,469 
      525,635 

百万円 

     282,879 
     274,870 

（注）単体業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で
はありません。 

 

(4)単体販売実績                                                     （単位：百万円） 

              

        期  別 

 

 

 品 種 別 

前第２四半期 
 (自 平成28年１月 １日 
   至 平成28年6月30日) 

当第２四半期 
 (自 平成29年１月 １日 
   至 平成29年6月30日) 

比 較 増 減 

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比 

  食 パ ン 
  菓 子 パ ン 
  和 菓 子 
  洋 菓 子 
  調理パン・米飯類 
  製菓・米菓・その他商品類 

       49,776 
      168,922 
       33,840 
       46,151 
       21,654 
       21,163 

      13.5% 
      45.7 
       9.2 
      12.5 
       5.9 
       5.7 

       51,162 
      167,606 
       34,337 
       46,828 
       23,870 
       22,440 

      13.7% 
      45.0 
       9.2 
      12.6 
       6.4 
       6.0 

    1,385 
△  1,316 
      497 

676 
2,216 
 1,277 

102.8% 
    99.2 
   101.5 
   101.5 
   110.2 
   106.0 

  小 計       341,508       92.5       346,245       92.9   4,737    101.4 
  デイリーヤマザキ事業        33,344        9.0        32,839        8.8 △    504     98.5 

  内 部 消 去   △    5,639  △    1.5   △    6,541  △    1.7 △    902       － 

合 計       369,213      100.0       372,543      100.0     3,330    100.9 
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